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「
な
が
ら
会
」
会
則

「
な
が
ら
会
」
会
則

【
名　

称
】

●
第
1
条
　

　
本
会
は
、朝
日
大
学
職
員
協

議
会「
な
が
ら
会
」と
称
す
る
。

【
目　

的
】

●
第
2
条
　

　
本
会
は
、
学
校
法
人
朝
日
大

学（
以
下「
本
学
」と
い
う
。）

と
そ
の
職
員
が
、
建
学
の
精

神
に
則
り
、
相
互
に
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
か
つ
、

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
本
学

の
発
展
の
た
め
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
並
び
に
会
員
相

互
の
親
睦
と
会
員
の
福
利
厚

生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

会
員
か
ら
本
学
へ
要
望
等
が

あ
る
場
合
、
本
会
が
定
め
た

代
表
者
を
通
じ
て
こ
れ
を
伝

達
し
、
協
議
の
場
を
持
つ
こ

と
等
を
目
的
と
す
る
。

【
会
員
資
格
】

●
第
3
条
　

　
本
会
の
会
員
は
、
第
５
条
に

規
定
す
る
事
業
所
に
勤
務
す

る
職
員
で
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
者
と
す
る
。

（1）
穂
積
事
業
所
、
医
科
歯
科
医

療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

　

本
学
に
勤
務
す
る
職
員
で
１

年
を
超
え
る
期
間
、
常
時
雇

用
さ
れ
る
者
と
し
、
当
該
職

員
に
は
、
本
学
特
別
契
約
職

員
就
業
規
程
に
基
づ
き
採
用

さ
れ
た
職
員
、
本
学
特
定
契

約
職
員
就
業
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
た
職
員
、
本
学
嘱

託
職
員
規
程
及
び
本
学
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
て
い
る
職
員
で
週

４
日
以
上
勤
務
す
る
者
を
含

む
も
の
と
す
る
。

（2）
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

　

朝
日
大
学
病
院
職
員
互
助
会

会
員
で
あ
る
者

２
本
学
の
役
員
は
、
会
員
資
格

を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
本
会
へ
の
入
会
は
、
入
会
届

を
第
10
条
に
定
め
る
幹
事
会

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
事　

業
】

●
第
4
条
　

　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
等
を
行

う
。

（1）
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

行
事
の
企
画
及
び
実
行
に
関

す
る
こ
と

（2）
会
員
の
勤
務
条
件
及
び
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
本
学
に
対

し
意
見
、
要
望
を
表
明
、
伝

達
し
、
ま
た
、
本
学
と
協
議
・

協
定
す
る
こ
と

（3）
労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
に

定
め
る
従
業
員
の「
過
半
数

代
表
者
」と
し
て
の
任
務
を

行
う
こ
と

（4）
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
こ
と

2
前
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
項
第
1
号
に
定
め
る

行
事
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会

の
決
定
に
よ
り
会
員
以
外
の

者
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
本
部
及
び
支
部
】

●
第
5
条
　

　
本
会
は
、
事
務
所（
本
部
）を

朝
日
大
学
内
に
置
く
。

2
本
会
は
、
穂
積
事
業
所
、
医

科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業

所
及
び
朝
日
大
学
病
院
事
業

所
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
置
く
。

【
役　

員
】

●
第
6
条
　

　
本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（1）
幹
事 

14
名
以
上
21
名
以
内

（2）
監
査
委
員 

3
名
以
内

2
幹
事
の
う
ち
1
名
を
代
表
幹

事
と
し
、
幹
事
総
数
の
過
半

数
の
議
決
に
よ
り
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
代
表
幹
事
の

職
を
解
任
す
る
と
き
は
、
幹

事
総
数
の
3
分
の
2
以
上
の

議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
代
表
幹
事
の
職
務
を
助
け
る

た
め
、
副
代
表
幹
事
1
名
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
副
代

表
幹
事
の
選
任
、
解
任
に
つ

い
て
は
前
項
を
準
用
す
る
。

【
幹
事
の
選
任
】

●
第
7
条
　

　
幹
事
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
各
事
業
所
の
各
部
門
ご
と

に
定
め
た
数
と
し
、
各
部
門

か
ら
相
当
な
方
法
で
あ
ら
か

じ
め
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法

第
41
条
第
2
号
に
定
め
る
者

は
幹
事
と
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

穂
積
事
業
所

（1）
法
学
部 

1
名

（2）
経
営
学
部 

1
名

（3）
保
健
医
療
学
部 

1
名

（4）
歯
学
部（
朝
日
大
学
病
院
に

併
任
さ
れ
て
い
る
医
系
教
育

職
員
を
除
く
） 

2
名

（5）
事
務
局
各
部（
病
院
事
務
部

を
除
く
。）事
務
職
等 

5
名

（6）
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー 

１
名

（7）
留
学
生
別
科 
１
名

（8）
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校 
１
名

　
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

（1）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医

療
職 

2
名

（2）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
職
等 

1
名

　

朝
日
大
学
病
院
事
業
所

（1）
朝
日
大
学
病
院
に
併
任
さ
れ

て
い
る
歯
学
部
医
系
教
育
職

員 

1
名

（2）
朝
日
大
学
病
院
医
療
職 

2
名

（3）
朝
日
大
学
病
院
事
務
職
等 

2
名

【
監
査
委
員
の
選
任
】

●
第
8
条
　

　
監
査
委
員
は
、
本
会
の
会
員

で
、
幹
事
会
に
お
い
て
推
薦

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
総
会

に
お
い
て
選
任
す
る
。

【
代
表
幹
事
等
の
任
務
】

●
第
9
条
　

　
代
表
幹
事
等
の
任
務
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（1）
代
表
幹
事
は
、
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
と
と

も
に
、
各
事
業
所
に
つ
い
て

第
4
条
第
1
項
第
3
号
の
任

務
を
行
う
。

（2）
副
代
表
幹
事
は
、
代
表
幹
事

を
補
佐
し
、
代
表
幹
事
に
事

故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を

代
行
す
る
。

（3）
本
会
に
、
庶
務
、
会
計
を
担

当
す
る
た
め
、
幹
事
会
の
選

任
に
よ
り
庶
務
幹
事
、
会
計

幹
事
を
各
2
名
置
く
も
の
と

す
る
。

（4）
監
査
委
員
は
、
本
会
の
業
務

監
査
及
び
会
計
監
査
を
行
う
。

【
幹
事
会
】

●
第
10
条
　

　
本
会
に
、
幹
事
を
も
っ
て
組

織
す
る
幹
事
会
を
置
く
。

2
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審

議
す
る
。

（1）
総
会
に
提
案
す
る
事
項

（2）
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（3）
会
員
資
格
の
審
査

（4）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
な
事
項

3
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招

集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

4
幹
事
会
は
、
過
半
数
の
幹
事

が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を

開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

5
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
幹

事
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

【
支
部
幹
事
会
】

●
第
11
条

　
幹
事
会
の
も
と
に
、
各
事
業

所
毎
に
支
部
幹
事
会
を
置

く
。

（1）
支
部
幹
事
会
は
、
各
事
業
所

に
お
け
る
第
7
条
各
号
に
定

め
る
各
部
門
か
ら
選
任
さ
れ

た
幹
事
に
よ
り
構
成
す
る
。

（2）
幹
事
会
は
、
各
事
業
所
の
み

に
関
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
支
部
幹
事

朝
日
大
学
職
員
協
議
会
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会
に
議
決
を
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
支
部
幹

事
会
に
お
け
る
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
支
部
長
は
速
や
か

に
幹
事
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（3）
支
部
長
は
、
各
支
部
の
幹
事

の
う
ち
か
ら
幹
事
会
で
選
任

す
る
。

（4）
支
部
幹
事
会
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
前
条
第
3
項
乃
至
第

5
項
を
準
用
す
る
。

（5）
支
部
長
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
い
て
第
4
条
第
1
項
第
3

号
の
任
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

【
役
員
の
任
期
】

●
第
12
条

　

幹
事
及
び
監
査
委
員
の
任
期

は
2
年
と
し
、
4
月
1
日
か

ら
翌
々
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。
任
期
満
了
直
近
の
総

会
に
お
い
て
改
選
す
る
。
幹

事
及
び
監
査
委
員
は
、
新
た

に
幹
事
及
び
監
査
委
員
が
選

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
職

務
を
継
続
す
る
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
。

2
幹
事
及
び
監
査
委
員
は
、
再

任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
幹
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
第
7
条
に
よ
り
幹
事
の

選
任
を
行
う
。
た
だ
し
、
欠

員
が
当
該
事
業
所
の
幹
事
数

の
3
分
の
1
以
内
の
と
き
は

欠
員
補
充
を
行
わ
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
補
欠
の
幹
事
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

4
監
査
委
員
に
2
人
以
上
欠
員

が
生
じ
た
と
き
は
、
第
8
条

に
よ
り
監
査
委
員
の
選
任
を

行
う
。

【
総　

会
】

●
第
13
条

　
総
会
は
、
こ
の
会
則
で
定
め

る
事
項
を
決
議
す
る
。

【
総
会
の
組
織
等
】

●
第
14
条
　

　

総
会
は
、
会
員
に
よ
り
こ
れ

を
組
織
す
る
。

2
総
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

3
総
会
は
、
会
員
の
4
分
の
1

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会

議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
委
任
状
を
提

出
し
た
者
は
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

4
会
員
は
、
代
理
人
に
議
決
権

の
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
以

外
の
者
は
代
理
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5
総
会
の
議
事
は
、
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
、
出
席
し
た

会
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。

【
定
期
総
会
等
】

●
第
15
条
　

　

総
会
は
、
定
期
総
会
を
毎
年

12
月
に
開
催
し
、
臨
時
総
会

は
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
会
員
総
数
の
5

分
の
1
以
上
の
会
員
か
ら
要

求
が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
幹

事
は
30
日
以
内
に
総
会
を
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
会
の
審
議
事
項
】

●
第
16
条
　

　

次
の
事
項
は
、
総
会
に
付
議

し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（1）
事
業
計
画
及
び
予
算

（2）
事
業
報
告
及
び
決
算

（3）
会
員
の
除
名

（4）
会
則
の
改
廃

（5）
そ
の
他
本
会
に
関
す
る
重
要

事
項

【
役
員
の
解
任
】

●
第
17
条
　

　
総
会
は
、
役
員
に
著
し
い
非

行
そ
の
他
役
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
出
席
し
た
会
員

の
3
分
の
2
以
上
の
議
決
に

よ
り
、
当
該
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
本
学
と
の
協
議
・
決
定
事
項
】

●
第
18
条
　

　

会
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
等

の
表
明
、
伝
達
又
は
協
議
が

必
要
な
場
合
、代
表
幹
事
は
、

本
会
を
代
表
し
て
本
学
に
そ

の
意
見
、
要
望
を
伝
達
し
、

ま
た
、
本
学
と
協
議
し
、
代

表
者
間
で
署
名
又
は
記
名
押

印
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
協
定
書
に
定
め
る
事

項
は
、
原
則
と
し
て
会
員
に

対
し
て
効
力
を
有
し
、ま
た
、

本
会
は
こ
の
協
定
書
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
本
学

に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義

務
を
負
う
。

3
協
定
書
等
に
よ
り
会
員
に
対

し
効
力
の
及
ぶ
事
項
及
び
会

員
に
周
知
す
る
必
要
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
掲
示
、
回

覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
学
に
対
し
会
員
か

ら
の
意
見
、要
望
等
を
表
示
、

伝
達
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
相
当
と
認
め
る
方
法
で

会
員
か
ら
意
見
、
要
望
等
を

聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

【
会
員
資
格
の
喪
失
】

●
第
19
条
　

　

会
員
は
、
次
の
各
号
に
該
当

し
た
と
き
は
会
員
資
格
を
失

う
。

（1）
本
学
と
の
雇
用
契
約
が
終
了

し
た
と
き

（2）
退
会
届
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
と
き

（3）
総
会
に
よ
り
除
名
さ
れ
た
と

き
（4）
第
3
条
第
1
項
に
定
め
る
資

格
要
件
を
失
っ
た
と
き

【
除　

名
】

●
第
20
条

　

会
員
に
次
の
事
項
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
き
、
総
会

は
当
該
会
員
を
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（1）
会
費
の
支
払
い
を
3
か
月
以

上
怠
っ
た
と
き

（2）
そ
の
他
本
会
の
会
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
き

【
会　

計
】

●
第
21
条
　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

【
会　

費
】

●
第
22
条
　

　

会
費
は
、
月
額
100
円
と
し
、

毎
月
所
定
の
期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
助　

成
】

●
第
23
条

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
諸
行
事
を

実
施
し
、
幹
事
会
の
認
め
た

同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
。

2
前
項
の
諸
行
事
及
び
同
好
会

活
動
そ
の
他
本
会
の
運
営
に

関
し
、
本
会
は
本
学
か
ら
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

【
雑　

則
】

●
第
24
条

　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に

定
め
る
。

【
附　

則
】

　

こ
の
改
正
は
、
２
０
１
９
年

7
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

ながら会　幹事
友藤　孝明

（歯学部社会口腔保健学分野）

引頭　　毅
（歯学部口腔微生物学分野）

柏木　純香
（法学部）

児玉　靖明
（経営学部経営学科）

土田　　洋
（保健医療学部健康スポーツ科学科）

石原　弘也
（教職課程センター）

長尾三千代
（留学生別科）

西田　理恵
（歯科衛生士専門学校）

村瀬由紀子
（事務局学事第二部図書館事務課）

武藤　健正
（事務局学事第一部学事一課）

早矢仕みか
（事務局　総務部総務課）

田口実奈子
（事務局　歯学部事務課）

曾我　倫枝
（事務局　就職支援部就職支援課）

浦田　綾子
（医科歯科医療センター 事務課）

堀　　十月
（歯科衛生部）

野村　玲奈
（歯科衛生部）

坂元　直行
（消化器内科）

植田　聖人
（臨床検査部）

木村加奈子
（看護部）

脇田　莉沙
（事務局　病院事務部医事一課）

服部　勇登
（事務局　病院事務部医事一課）
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ながら会  新入会員ながら会  新入会員
教職員氏名 所属
田尻下　敏　弘 大学病院
酒　井　　　周 大学病院
武　内　優　子 大学病院
相　崎　佳　奈 大学病院
山　田　隆　太 大学病院
夏　目　啓　吾 大学病院
酒　井　　　愛 大学病院
松　尾　美貴子 大学病院
亀　谷　直　輝 大学病院
永　野　淳　二 大学病院
奥　山　　　悠 大学病院
荒　井　香結彩 大学病院
荒　木　萌　衣 大学病院
池　田　栞　奈 大学病院
牛　山　珠　里 大学病院
宇　野　友　菜 大学病院
大　橋　優　佳 大学病院
大　堀　聖　蘭 大学病院
恩　田　絢　菜 大学病院
上堂薗　真　里 大学病院
北　川　真　愛 大学病院
後　藤　瑞　歩 大学病院
斉　藤　利　奈 大学病院
坂　井　麗　奈 大学病院
坂　口　真奈美 大学病院
佐　藤　古真知 大学病院
佐　藤　瑠　花 大学病院
杉　本　愛　奈 大学病院
高　橋　さつき 大学病院
髙　橋　理　央 大学病院
中　島　　　萌 大学病院
永　田　愛　歩 大学病院
畑　中　涼　太 大学病院
藤　井　香　帆 大学病院
松　井　柚　葉 大学病院
宮　腰　理　美 大学病院
山　本　あおい 大学病院
横　山　陽　南 大学病院
渡　邉　彩　名 大学病院
藤　田　健　聖 大学病院
三　島　弘　也 大学病院
役　　　香緒里 大学病院

教職員氏名 所属
馬　場　美　帆 大学病院
松　月　恵利華 大学病院
山　口　恵　子 大学病院
中　村　美絵子 大学病院
矢　野　亜希子 大学病院
近　藤　百　合 大学病院
関　　　玉　鳳 大学病院
中　島　永　美 大学病院
増　田　千　鶴 大学病院
粕　谷　昂　生 大学病院
社　本　香菜美 大学病院
片　野　利恵美 大学病院
伊　藤　佑　奈 大学病院
大　野　ゆかり 大学病院
中　田　綾　香 大学病院
玉　井　夢　菜 大学病院
水　谷　三保子 大学病院
前　田　ほのお 大学病院
奥　田　夏　希 大学病院
篠　田　由　美 大学病院
今　西　剣　人 大学病院
川　口　　　楓 大学病院
永　田　貴美子 大学病院
石　原　早弥香 大学病院
清　水　咲　耶 大学病院
鹿　野　梨津子 大学病院
松　井　久　美 大学病院
山　里　久　子 大学病院
山　田　早　姫 大学病院
坂　元　颯　斗 大学病院
金　山　貴　斗 大学病院
鷲　津　拡　好 大学病院
小　嶋　菜　緒 大学病院
池　本　千　紘 大学病院
同　前　友季子 大学病院
鈴　木　康　平 大学病院
山　下　裕　斗 大学病院
金　森　香　織 法学部
吉　岡　万　季 法学部
武　藤　桂　一 法学部
山　内　志　文 経営学部
須　藤　瑞　樹 歯学部

教職員氏名 所属
佐　藤　慶太郎 歯学部
花　岡　麻里子 歯学部
堂　前　英　資 歯学部
渡　邉　雄一朗 歯学部
山　崎　真　帆 歯学部
横　川　大　輔 歯学部
漆　川　京　太 歯学部
畠　山　大二郎 歯学部
上　田　順　宏 歯学部
清　水　翔二郎 歯学部
越　智　葉　子 歯学部
松　原　正　和 歯学部
中　澤　純　也 歯学部
松　原　まなみ 保健医療学部　看護学科
渡　邊　清　美 保健医療学部　看護学科
横　田　知　子 保健医療学部　看護学科
小　倉　真　治 保健医療学部　看護学科
髙　礒　諒　大 保健医療学部　健康スポーツ科学科
市ヶ谷　廣　輝 保健医療学部　健康スポーツ科学科
峯　重　瑞　紀 事務局
淺　野　遥　加 事務局
各　務　稚　那 事務局
吉　田　茉　由 事務局
佐々木　　　淳 事務局
藤　澤　拓　斗 事務局
浅　野　友　香 事務局
森　　　裕　二 事務局
松　野　智恵美 事務局
臼　井　久美子 事務局
西　井　理　恵 事務局
児　島　美　希 事務局
島　田　加津美 看護部
加　藤　千　晴 歯科衛生部
北　村　妃奈乃 歯科衛生部
岩　崎　日那乃 歯科衛生部
樫　詰　瑠里花 歯科衛生部
髙　橋　真　衣 歯科衛生部
野　田　風　歌 歯科衛生部
三　輪　真由子 歯科衛生部
松　尾　友　紀 歯科衛生部
吉　川　香代子 歯科衛生部

（敬称略、順不同）
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食
べ
た
い
け
ど
さ
ば
く
の
は
無

理
と
い
う
方
も
ぜ
ひ
。
特
に
鯛

は
ウ
ロ
コ
の
処
理
や
ひ
れ
の
ト

ゲ
に
苦
労
し
ま
す
が
、
釣
っ
た

魚
を
持
ち
込
ん
で
調
理
し
て
も

ら
え
る
お
店
を
紹
介
で
き
ま

す
。

　

初
心
者
の
方
に
は
ベ
テ
ラ
ン

の
会
員
が
助
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
同
好
会
一
同
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
船
釣
り
に
興
味
の
あ

る
方
は
松
下
釣
船
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
種
多

様
な
魚
種
の
釣
果
が
載
っ
て
お

り
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
来
年
も
大
漁
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

11
月
３
日（
日
）、
恒
例
の
伊

勢
湾
沖
真
鯛
釣
り
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
も
南
知
多
町
師

崎
の
松
下
釣
船
さ
ん
に
お
世
話

な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期

に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
波
も
高

め
、
風
も
強
め
と
釣
り
を
す
る

に
は
少
し
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

恵
ま
れ
な
い
中
で
の
出
船
で

す
。
今
回
は
、
釣
り
自
体
が
初

挑
戦
と
な
る
２
名
を
含
む
６
名

で
の
出
船
と
な
り
ま
し
た
。
波

と
風
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
あ

る
い
は
船
酔
い
と
戦
い
な
が
ら

も
、
な
ん
と
か
ハ
マ
チ
20
匹
、

ワ
ラ
サ
１
匹
、
タ
イ
30
匹
、
ヒ

ラ
メ
１
匹
と
満
足
い
く
釣
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
心
者
も
い
る
中
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
割
に
は
大
成
功
と
言

え
る
釣
果
で
し
た
。
初
挑
戦
の

２
名
も
満
足
い
く
結
果
で
次
回

へ
の
意
欲
も
高
ま
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　

こ
の
時
期
の
伊
勢
湾
の
真
鯛

や
ハ
マ
チ
は
脂
が
の
っ
て
お
り

美
味
し
い
で
す
。
刺
身
や
焼
き

物
、
蒸
し
物
、
煮
物
な
ど
様
々

な
料
理
に
適
し
て
い
ま
す
。
美

味
し
い
魚
を
食
べ
た
い
方
は
ぜ

ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
魚
は

釣
り
同
好
会【 

連
絡
先 

】

佐 

合 

克 

幸

（
就
職
支
援
課
）

同好会だより

− 7 −



芸
術
鑑
賞
同
好
会

　

芸
術
鑑
賞
同
好
会
は
、
近
隣

の
音
楽
会
や
美
術
展
の
鑑
賞
を

中
心
に
活
動（
企
画
と
チ
ケ
ッ

ト
代
補
助
）を
し
て
い
ま
す
。

以
下
に
そ
の
概
要
を
活
動
日
順

に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

令
和
6
年
度　

活
動
内
容　

① 「
朝
日
大
学
吹
奏
楽
部　

第

3
回
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」（
コ

コ
ロ
か
さ
な
る
C
C
N
セ
ン

タ
ー
）

　

本
年
度
も
第
一
弾
企
画
は
本

学
吹
奏
楽
部
の
「
春
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
す
。
特
に
第
3
部
『
ス

テ
ー
ジ
ド
リ
ル
「
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
ム
ー
ビ
ー

ズ
」』は
本
学
新
体
操
部
と
の
コ

ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ
で
、
迫
力
満
点

の
音
楽
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
拍
手
喝
采

で
し
た
。

② 「
牛
田
智
大　

ピ
ア
ノ
・
リ

サ
イ
タ
ル
」（
サ
ラ
マ
ン
カ

ホ
ー
ル
）

　

12
歳
で
神
童
と
し
て
デ

ヴ
ュ
ー
し
た
牛
田
氏
で
す
が
、

今
や
日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
し
て
堂
々
活
躍
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
当
日
チ
ケ
ッ
ト
も
早
い
段
階

で
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
ま

（写真1）古澤巌の品川カルテット

（写真2）朝日大学吹奏楽部　第5回定期演奏会

し
た
。
彼
の
繊
細
で
誠
実
な
音

色
は
と
て
も
素
敵
で
、
多
く
の

フ
ァ
ン
同
様
、
私
も
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。 

③ 「
秋
季
特
別
展　

み
や
び
の

世
界　

魅
惑
の
源
氏
物
語
」

（
徳
川
美
術
館
）

　

大
河
ド
ラ
マ「
光
る
君
へ
」に

触
発
さ
れ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

会
期
中
は
、
国
宝
源
氏
物
語
絵

巻
か
ら「
蓬
生
」「
柏
木
(
二
)
」

「
東
屋（
一
）」の
三
場
面
が
公
開

さ
れ
た
ほ
か
、
記
念
講
演
会
、

土
曜
講
座
、
茶
会
な
ど
の
関
連

企
画
も
多
数
開
催
さ
れ
て
お

り
、“
み
や
び
の
世
界
”を
堪
能

し
ま
し
た
。

④ 「
古
澤
巖
の
品
川
カ
ル
テ
ッ

ト
」（
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
）

　

今
年
も「
品
川
カ
ル
テ
ッ
ト
」

が
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
聴
き
逃
し

た
人
、
初
め
て
聴
い
て
そ
の
音

色
に
は
ま
っ
た
人
…
各
々
が
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
集
い
ま

し
た（
写
真
1
）。
今
回
は
、
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
弦
楽
四
重
奏
曲

の
ほ
か
に
も
、
マ
ー
ラ
ー
の

交
響
曲
第
5
番
第
4
楽
章
「
ア

ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」、
シ
ャ
ブ
リ

エ
の
狂
詩
曲「
ス
ペ
イ
ン
」な
ど

本
来
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て

演
奏
さ
れ
る
楽
曲
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
4
本
の
弦
楽
器
で
奏
で
る

な
ど
、
新
た
な
試
み
も
あ
り
、

一
味
違
っ
た
古
澤
ワ
ー
ル
ド
に

ど
っ
ぷ
り
浸
り
ま
し
た
。

⑤ 「
独
り
芝
居　

三
島
由
紀
夫

　

招
魂
の
賦
」（
名
古
屋
能

楽
堂
）

　

三
島
由
紀
夫
生
誕
1
0
0
周

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
日

は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
後
に
知
っ
た
の
で

す
が
、 

来
場
者
の
中
に
岡
崎
市

長
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で

す
。
劇
は
詩
人 

伊
東
静
雄
へ

の
手
紙
か
ら
始
ま
り
、
三
島
の

最
期
で
終
わ
り
ま
す
。
一
人
劇

の
た
め
、
静
か
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
三
島
由
紀
夫
の
最
期

が
衝
撃
的
な
た
め
、
そ
ち
ら
に

目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
演
者

が
と
て
も
三
島
由
紀
夫
ご
本
人

に
似
て
お
り
、
三
島
の
人
生
を

通
し
て
、
三
島
の
考
え
方
や
思

い
を
目
の
前
で
見
て
い
る
よ
う

な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
し
た
。 

【 

連
絡
先 

】

村 

瀬 

由 

紀 

子 

（
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
課
）

神 

谷 

真 

子

（
経
営
学
部
）

⑥ 「
朝
日
大
学
吹
奏
楽
部　

第

5
回
定
期
演
奏
会
」（
コ
コ

ロ
か
さ
な
る
C
C
N
セ
ン

タ
ー
）

　

令
和
6
年
度
の
締
め
は
、
や

は
り
本
学
吹
奏
楽
部
の
定
期
演

奏
会
で
し
た（
写
真
2
）。
2
部

構
成
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
ゲ
ス
ト

ス
テ
ー
ジ
や
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど

を
織
り
交
ぜ
た
5
月
の
春
コ
ン

と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
い
ず
れ

も
本
格
的
な
吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ

で
、本
学
吹
奏
楽
部
部
員
の“
本

気
度“
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆

で
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
！

　

以
上
、
私
ど
も
の
活
動
に
ご

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ン
で
し
た
。
な
ん
と
、
運
よ
く
ゲ

リ
ラ
開
催
さ
れ
て
い
た
3
人
に

１
人
が
当
選
で
き
る
ビ
ン
ゴ
大

会
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た（
当
選
者
０
名
で
し
た
）。

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

堪
能
後
は
ゲ
レ
ン
デ
に
併
設
さ

れ
る「
宿
儺
の
湯
」で
ゆ
っ
く
り

温
ま
り
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て

か
ら
帰
路
へ
。
今
回
の
ツ
ア
ー

に
お
き
ま
し
て
も
大
き
な
事
故

な
く
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
雪
に
恵
ま
れ
、
皆

様
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
な

　

令
和
7
年
2
月
22
日
か
ら
23

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
毎
年
恒

例
の
ス
キ
ー
同
好
会
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
同
好
会
の
合
同
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、新
平
湯
温
泉
の「
美

山
荘
」
に
宿
泊
し
、
奥
飛
騨
の

「
ほ
う
の
き
平
ス
キ
ー
場
」で
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
堪
能

す
る
と
い
う
ツ
ア
ー
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
穂
積
キ
ャ
ン
パ

ス
・
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
、

朝
日
大
学
病
院
の
各
部
署
か
ら

10
名
の
会
員
の
方
々
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
今
の
物
価
上
昇
に
伴
い
バ

ス
の
レ
ン
タ
ル
費
や
宿
泊
費
が

高
騰
し
て
お
り
、
負
担
額
の
心

配
を
し
て
ま
し
た
が
、
各
種
方

面
か
ら
の
ご
支
援
や
会
員
の
皆

様
の
努
力
も
あ
り
個
人
の
持
ち

出
し
額
を
か
な
り
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
旅
館
で
お
い
し
い
夕

食
と
温
泉
を
満
喫
。
温
泉
の
後

は
全
員
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

宴
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
2
日

目
は
は
大
寒
波
到
来
も
あ
り
、

最
悪
の
天
候
条
件
で
の
滑
走
が

予
想
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

見
事
に
快
晴
か
つ
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
で
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

【 

連
絡
先 

】

ス
キ
ー
同
好
会

原 

田 

尚 

武
・
花 

井 

祥 

太

（
歯
学
部 

口
腔
外
科
学
分
野
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

後 

藤 

洋 

一

（
朝
日
大
学
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

ス
キ
ー
同
好
会
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

ツ
ア
ー
を
企
画
い
た
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
心

者
の
方
、
温
泉
だ
け
楽
し
み
た

い
方
、
皆
様
の
ご
参
加
を
会
員

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

か
ず
参
加
が
難
し
い
会
員
様
に

も
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
お
配
り
す

べ
く
当
日
参
加
の
皆
様
に
作
製

を
お
願
い
し
て
お
り
、
次
年
度

の
第
1
回
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
で

お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

　

本
会
は
プ
ロ
の
指
導
を
受
け

る
な
ど
の
本
格
的
な
も
の
で
は

な
く
、「
気
軽
に
楽
し
む
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
お
り
ま

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
、
作
品
の

テ
ー
マ
を
決
め
て
年
に
3
回
程

度（
各
回
で
き
る
か
ぎ
り
2
回

実
施
し
て
お
り
ま
す
）の
開
催

で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
活
動
内
容

第
1
回
：

　

4
月
22
日
～
30
日
ま
で
実
施

　
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
光
る

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
コ
ー
ス
タ
ー
プ

レ
ゼ
ン
ト
」

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
の
せ
る
と

L
E
D
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る

コ
ー
ス
タ
ー
を
、
昨
年
度
末
の

企
画
で
作
製
し
た
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
と
セ
ッ
ト
で
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
2
回
：
12
月
21
日
実
施

　
「
お
年
始
の
花
あ
し
ら
い
, 

お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
」

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
あ
し
ら
っ

た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
。
今
年
度

は
大
輪
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や

カ
ラ
フ
ル
な
水
引
を
用
意
し
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
3
回
：
2
0
2
4
年
3
月

　
「
毎
年
恒
例
！
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
！
」

　

こ
の
回
で
は
、
ご
都
合
が
つ

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

す
。
活
動
は
土
曜
日
の
午
後
と

な
り
ま
す
。
お
花
が
お
好
き
な

方
、
ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【 

連
絡
先 

】

川 

木 

晴 

美

（
歯
学
部
・
口
腔
生
化
学
分
野　

内
線
：
１
４
１
７
）
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た
。
当
日
は
、
大
学
内
で
複
数

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
参
加
者
が

少
な
い
状
況
で
の
開
催（
I
N 

2
組
、
O
U
T 

2
組
）と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
和
や
か

に
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
の
結
果
は
、
P
D
I

岐
阜
歯
科
診
療
所
の
大
森
俊
和

先
生
が
N
E
T
7
2
で
優
勝
、

　

ゴ
ル
フ
同
好
会
で
は
秋
に
な

が
ら
杯
、
春
に
理
事
長
杯
と

年
2
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
第
56
回
朝

日
大
学
な
が
ら
会
ゴ
ル
フ
同
好

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ「
な
が
ら
杯
」
が

2
0
2
4
年
9
月
29
日（
日
曜

日
）に
や
ま
が
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

美
山
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

【 

連
絡
先 

】

辰 

巳 

順 

一

（
歯
学
部
・
歯
周
病
学
分
野
）

ゴ
ル
フ
同
好
会

自
然
に
親
し
む
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
の 

尹（
ユ

ン
） 

熙
喆
先
生
が
N
E
T
7
3

で
準
優
勝
、
昨
年
理
事
長
杯
優

勝
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
の

山
本
英
弘
先
生
が
惜
し
く
も

N
E
T
7
3
・
2
で
3
位
と
上

位
陣
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
と

な
り
ま
し
た
。
天
候
も
崩
れ
る

こ
と
な
く
爽
や
か
な
気
候
の
も

と
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

勿
論
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
競
技
の

一
方
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ご

参
加
の
方
々
は
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ

な
! ?
ス
コ
ア
分
布
で
す
の
で
、

ゴ
ル
フ
が
得
意
な
方
も
、
始
め

た
ば
か
り
の
方
で
も
十
分
に
楽

し
く
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

 

ゴ
ル
フ
同
好
会
と
し
て
の
活

動
は
、
次
回
は
2
0
2
5
年
3

月
23
日（
日
曜
日
）に
「
理
事
長

杯
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【 

連
絡
先 

】

柏か
し 

俣ま
た 

正ま
さ 

典の
り

（
歯
学
部
・
英
語
）

　

秋
季
キ
ャ
ン
プ（
蓮
華
温
泉

ロ
ッ
ジ
～
五
感
で
味
わ
う
北
ア

ル
プ
ス
と
温
泉
の
旅
～
）

　

2
0
2
4
年
10
月
19
日（
土
）

～
20
日（
日
）、
恒
例
の
秋
季

キ
ャ
ン
プ
と
し
て
、
蓮
華
温
泉

ロ
ッ
ジ
へ
の
1
泊
の
旅
を
計
画

し
た
。
今
回
は
学
会
や
学
内
行

事
な
ど
が
重
な
り
、
例
年
の
よ

う
な
2
泊
の
旅
程
を
組
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

初
日
、
朝
8
時
に
大
学
を
出

発
し
、
富
山
市
に
向
か
っ
た
。

富
山
と
い
え
ば
「
寿
司
」
で
あ

る
。
寿
司
栄
掛
尾
店
で
ラ
ン
チ

を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
お
店
は
改

装
中
の
た
め
、
J
R
富
山
駅
前

の
仮
店
舗
で
営
業
し
て
い
る
。

人
気
の
お
ま
か
せ
に
ぎ
り
を
味

わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
蓮
華
温

泉
ロ
ッ
ジ
へ
向
か
う
。
北
陸
自

動
車
道
の
糸
魚
川
イ
ン
タ
ー
で

高
速
を
降
り
、
国
道
1
4
8
号

線
を
白
馬
方
面
に
向
か
っ
た
。

日
暮
れ
の
薄
暗
い
林
道
を
車
で

約
2
時
間
か
け
て
走
り
、
つ
い

に
標
高
1
,
4
7
5
m
に
あ
る

蓮
華
温
泉
ロ
ッ
ジ
に
到
着
し

た
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
、

翌
日
の
天
気
予
報
も
同
様
の
天

候
の
よ
う
だ
っ
た
。
個
室
の
部

屋
に
案
内
さ
れ
、
ひ
と
息
つ
い

た
後
、
源
泉
掛
け
流
し
の
お
風

呂
に
浸
か
っ
た
。
硫
黄
臭
の
あ

る
薄
濁
り
の
湯
だ
っ
た
。
夕
食

後
、
も
う
一
度
湯
に
浸
か
り
、

山
小
屋
の
早
め
の
就
寝
時
間
に

布
団
に
入
っ
た
。

　

2
0
2
4
年
の
ロ
ッ
ジ
営
業

最
終
日
と
な
る
翌
朝
、
外
に
出

て
周
り
を
見
て
驚
い
た
。
前
日

は
夕
方
だ
っ
た
た
め
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
視
界
に
入
る

木
々
の
紅
葉
が
色
鮮
や
か
だ
っ

た
。
し
か
し
、
厚
い
雲
や
霧
に

覆
わ
れ
、
遠
く
の

山
々
は
全
く
見
え
な

か
っ
た
。
こ
の
ロ
ッ

ジ
は
白
馬
岳
や
朝
日

岳
の
登
山
に
利
用
さ

れ
る
有
名
な
山
小
屋

で
、
本
来
な
ら
ば
西

や
東
の
名
峰
が
見

え
る
は
ず
だ
っ
た
。

気
を
取
り
直
し
て
、

ロ
ッ
ジ
が
併
設
し
て

い
る
野
天
風
呂
に
行

く
こ
と
に
し
た
。
タ

オ
ル
を
持
っ
て
建
物

の
裏
か
ら
登
る
こ
と

20
分
、
野
天
風
呂
の

1
つ「
仙
気
ノ
湯
」に

入
っ
た
。
風
呂
の
周

り
の
地
面
か
ら
湯
が
噴
き
出
し

て
お
り
、
湯
気
で
包
ま
れ
て
い

た
。
こ
こ
で
も
視
界
は
20
メ
ー

ト
ル
先
ま
で
し
か
見
え
な
か
っ

た
。
残
念
な
景
色
で
は
あ
っ
た

が
、
北
ア
ル
プ
ス
の
清
々
し
い

空
気
と
山
小
屋
の
温
泉
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
。
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麻
雀
同
好
会

　

今
年
度
よ
り
、
麻
雀
同
好
会

の
代
表
を
務
め
ま
す
、
歯
学
部

口
腔
病
態
医
療
学
講
座
・
歯
科

放
射
線
学
分
野
の
飯
田
幸
弘
で

す
。

　

2
0
2
5
年
2
月
13
日（
木
）

に
ド
リ
ー
夢
で
麻
雀
同
好
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が

明
け
て
か
ら
初
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
数
年
ぶ
り
に
牌

を
握
る
方
も
少
な
か
ら
ず
い

ら
っ
し
ゃ
る
中（
か
く
い
う
私

も
６
年
ぶ
り
で
し
た
）、
和
や

か
に
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
事
務
職
、
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
医
師
と
様
々
で

し
た
。
日
頃
、
ゆ
っ
く
り
お
話

す
る
機
会
が
少
な
い
方
同
士
に

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め

て
頂
く
の
が
麻
雀
同
好
会
の
目

的
で
す
。

　

麻
雀
の
魅
力
は
様
々
で
す

が
、対
戦
相
手
と
の
駆
け
引
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
頭
の

体
操
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

若
い
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
関

係
な
く
楽
し
め
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
麻
雀
は
「
何
回
上

が
っ
た
か
」で
は
な
く「
最
終
的

な
持
ち
点
数
」
の
多
寡
で
順
位

を
付
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、
状

況
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
の
進
め
方

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
裏
目
に
で
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
思
い
通
り
に
動
い
た

際
の
爽
快
感
は
形
容
し
難
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
麻
雀
熱
は
高
ま
っ
て

お
り
、
2
0
1
8
年
に
は
プ
ロ

リ
ー
グ（
Ｍ
リ
ー
グ
）が
発
足
し

ま
し
た
。麻
雀
と
聞
く
と
、ギ
ャ

ン
ブ
ル
、
タ
バ
コ
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
M

リ
ー
グ
で
は
、
賭
博
な

ど
へ
の
関
与
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
厳
罰
が
課

さ
れ
る
よ
う
で
す
。
大

和
証
券
を
筆
頭
に
一
流

企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に

名
を
連
ね
て
い
る
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

近
年
の
麻
雀
は
ク
リ
ー

ン
な
も
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
同
好
会
で
も
健

全
な
ゲ
ー
ム
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

場
は
喫
煙
室
が
別
に
設

け
ら
れ
て
お
り
、
副
流

煙
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ゲ
ー
ム
を
３
セ
ッ
ト

行
い
、
成
績
優
秀
者
に

は
景
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
、
全
く
ツ

イ
て
い
な
か
っ
た
参
加
者
に
も

景
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
３
時
間
で
し
た

が
、
数
年
ぶ
り
の
麻
雀
同
好
会

を
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

活
動
状
況
で
す
が
、
年
に
１

回
、
総
会
時
に
ゲ
ー
ム
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
麻
雀
経
験
者

の
方
も
、
初
心
者
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。
経
験
者
の
方
も
、
全

く
経
験
が
な
い
方
も
、
お
誘
い

さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
普
段
接
す
る

機
会
の
少
な
い
部
署
の
方
と
交

流
を
持
っ
た
り
、
同
好
会
で
知

り
合
っ
た
方
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
麻
雀
を
楽
し
む
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【 

連
絡
先 

】

飯 

田 

幸 

弘

（
歯
学
部
・
歯
科
放
射
線
学
分
野
）
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　会報『ながら』第41号をご覧いただき、誠にありがとうご
ざいます。
　2024年は『金』にまつわる様々な出来事が注目された
一年でした。パリオリンピック・パラリンピックが開催され、
多くの日本人選手が金メダルを獲得し、大いに盛り上がり
ました。また、新紙幣の発行とその肖像及びデザインの一
新が広く話題を呼びました。一方、自民党派閥の裏金問題
の発覚、物価高騰による家計を圧迫する経済状況なども話
題となりました。会員の皆様におかれましてはいかがお過
ごしでしたでしょうか。
　本年度は、久しぶりに夏季総会・懇親会ならびに冬季総会・
懇親会の両方を開催することができました。多くの会員の
皆様にご参加いただき、直接顔を合わせて交流を深める貴
重な機会となったことを、幹事一同、大変嬉しく思ってお
ります。この場をお借りして、改めて心より御礼申し上げ
ます。

　ながら会の同好会活動も、コロナ禍以前の活気を取り戻
しつつあります。本号の『同好会だより』では、各同好会の
充実した活動報告が掲載されております。同好会は、会員
同士の親睦を深める貴重な場でもありますので、ご興味の
ある方はぜひご参加ください。ご入会やお問い合わせは各
同好会の代表者までお願いいたします。また、10名以上
の会員が集まれば、新たな同好会を設立することも可能で
す。詳細については、お近くの幹事までお気軽にご相談く
ださい。
　ながら会の運営は、会員の皆様のご協力によって成り立っ
ております。ご意見やご要望などがございましたら、ぜひ
幹事までお寄せください。会報につきましても、より充実
した内容をお届けできるよう努めてまいりますので、皆様
のご感想やご提案をお待ちしております。引き続き『ながら
会』をどうぞよろしくお願いいたします。

令和7年3月31日
引頭　毅（歯学部・口腔微生物学分野）

「ながら会」同好会一覧表
同好会名 代表者 所属

ゴルフ 辰巳　順一 歯学部（歯周病学分野）

カラオケ 北後　光信 歯学部（歯周病学分野）

囲碁 河野　芳郎 歯学部（口腔解剖学分野）

スポーツ応援 大森　俊和 歯学部（歯科補綴学分野）

釣り 佐合　克幸 就職支援部 就職支援課

スキー 花井　祥太 歯学部（口腔外科学分野）

スノーボード 後藤　洋一 朝日大学病院リハビリテーション室

テニス 大野　雄太 歯学部（歯科薬理学分野）

芸術鑑賞 神谷　真子 経営学科

自然に親しむ 柏俣　正典 歯学部（歯科薬理学分野）

麻雀 飯田　幸弘 歯学部（歯科放射線学分野）

ドライ& プリザーブドフラワー 川木　晴美 歯学部（口腔生化学分野）

自転車 山本　寛明 歯学部（歯科補綴学分野）
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